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命
日
計
間
半
に
於
け
る
財
産
及
び
資
本

-

1

シ
ェ
ア

l
に
於
け
る
問
題

i

尾

1二

* 
a忠

従
来
ド
イ
ツ
系
の
合
計
祭
又
は
簿
記
識
の
基
礎
明
論
を
た
し

た
も
の
は
勘
定
硯
論
(
一
ハ
2
号=ニ】
2
ユ
ロ
)
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
既
存
の
勘
定
諸
事
設
は
必
や
し
も
簿
記
法
の
問

題
を
全
般
的
、
統
一
的
に
取
扱
っ
た
の
で
は
友
く

J
O
(いC
C
E
G

も
云
ム
如
く
、
そ
れ
は
「
二
章
一
的
形
式
主
義
の
原
則
、
帥
ち
籾

て
の
項
目
を
二
同
、
然
も
相
謝
立
せ
る
側
へ
記
帳
し
、
決
算
の

際
に
常
に
一
致
す
る
諸
結
果
に
到
達
す
る
と
云
ふ
復
式
簿
記
の

と
の
特
性
を
解
明
し
、
基
礎
づ
け
ゃ
う
と
努
力
し
て
来
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
町
」
即
ち
、
勘
定
理
論
の
中
心
問
題
は
、
勘
定
に
於

け
る
借
方
・
貸
方
の
意
義
乃
至
は
取
引
の
貸
借
記
入
法
則
の
形

式
的
・
技
術
的
説
明
の
範
閣
を
出
で
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勘

定
の
本
質
に
閲
す
る
研
究
の
始
っ
た
の
は
比
較
的
長
近
の
乙
と

で
る
る
か
d

(

十
九
世
紀
後
半
以
後
)
そ
れ
は
物
的
二
勘
定
製
説
の

第六巻第二掠)
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褒
展
と
そ
の
批
判
的
論
争
に
よ
り
明
か
に
認
め
ら
れ
る
。

勘
定
賄
事
設
と
雌
も
他
の
凡
ゆ
る
準
設
と
同
様
に
祉
舎
的
・
歴

史
的
地
盤
を
反
映
す
る
。
枇
合
経
済
の
護
遼
と
企
業
経
営
の
複

雑
化
に
伸
び
、
綿
て
の
勘
定
を
人
の
勘
定
と
見
倣
し
、
貸
借
記

入
を
か
L

る
人
格
者
聞
の
取
引
と
し
で
説
明
し
た
る
人
的
勘
定

(
己
目
司
耳
目

E
r
z∞
口
『

2
問。ロ円。

z
r
g吉
田
】
)
は
そ
の
根

擦
を
失
ひ
、
非
現
資
的
た
る
擬
制
に
土
ら
ざ
る
を
得
だ
く
訟
つ

-望算

説
た
ゆ
か
く
て
そ
の
皮
勤
と
し
て
物
的
準
設
が
成
虫
し
、
受
展
し

とコ
E
-
5
9
J
O

J
J
'
d
v
v
~
4
4
J
 

人
的
準
設
の
批
判
の
下
に
生
れ
た
る
物
的
勘
定
事
就

〔
与
戸
。

は
経
済
的
事
責
そ
の
も

の
に
基
礎
を
置
き
、
財
産
又
は
資
本
か
ら
出
裂
す
る
。
今
や
、

借
方
・
貸
方
に
代
っ
て
、
財
産
及
び
資
本
が
勘
定
理
論
の
基
本

出

E
R「
庄
町

gnrg
問
。
三
S
Z
5
0
2
0
ロ)

概
念
と
在
っ
た
。
巨
四
百
は
次
の
如
〈
渇
ぺ
て

hvる
。
「
完
全
な

る
意
味
に
於
け
る
簿
記
理
論
は
、
商
人
的
経
営
に
投
ぜ
ら
れ
た

る
費
本
の
経
済
的
機
能
に
闘
す
る
研
究
が
深
め
ら
れ
、

乙
れ
が

る冊、-
J Jっ
との
。経

済
的
研
ヲE
fす
象
と

た
る
時
に
初
め
て

問
題
と
な
り
得

命
μ

計
皐
に
於
け
る
財
産
及
び
資
本

然
し
乍
ら
、
財
産
及
び
資
本
概
念
に
就
い
て
は
未

r必
や
し

も
明
確
に
さ
れ
て
居
ら
子
、
撃
者
に
よ
っ
て
種
々
意
見
が
相
違

し
て
ゐ
て
、
物
的
勘
定
墜
設
に
一
勘
定
系
統
説
・
二
勘
定
系
統

説
、
三
勘
定
系
統
論
等

ω
匝
別
の
生
や
る
の
も
、
結
局
、
財
産

及
び
資
本
並
に
そ
の
闘
係
の
規
定
如
何
に
基
く
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
勘
定
理
論
研
究
の
中
心
的
課
題
は
財
産
及
び
資
本
概

念
を
明
か
に
す
る
と
と
で
泣
け
れ
ば
な
ら
な
例
。
本
論
の
目
的

十民、∞円}冨

の
財
産
及
び
資
本
概
念
を
検
討
し
、
そ
の
暖
昧
、

不
明
確
な
知
が
何
庭
に
あ
る
か
准
明
か
に
す
る
忙
花
る
。

伊
豆
『
は

zs-「
の
物
的
二
勘
定
事
設
を
祖
漣
し
、
之
を
護

震
・
完
成
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
H
L
叩
の
C
E
Z
は
彼
等
の
業

積
を
突
の
如
〈
評
債
し
℃
ゐ
る
。
「
共
の
物
的
ニ
勘
定
系
統
設
を

以
て
、
科
事
的
怠
る
耽
酬
に
於
て
最
初
の
基
本
的
友
る
簿
記
理
論

を
創
遺
し
た
所
の
功
績
は
出
品
ロ
と
∞
与
と

と
に
院
す
べ
き

で
あ
る
。
彼
等
の
準
設
は
今
日
も
猶
ほ
多
く
の
皐
者
に
よ
っ
て

代
表
せ
ら
れ
、
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
既

に
盛
り
を
過
ぎ
た
も
の
と
一
去
は
ね
ば
な
ら
な
い
o
」
「
併
し
、
そ
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合
計
単
に
於
け
る
財
産
及
び
資
本

れ
を
以
て
此
の
忠
一
訟
の
父
組
遼
並
に
主
た
る
代
表
者
及
び
事
説

自
憶
の
功
績
の
減
少
を
云
k

し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
ま
と
ま

っ
た
曲
学
説
と
し
て
の
こ
の
皐
読
白
鰻
が
今
日
克
服
せ
ら
れ
た
と

認
め
ら
れ
で
も
、
治
ほ
と
の
見
解
の
多
〈
の
部
分
が
新
し
い
事

前
の
中
に
生
き
続
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o」

の
製
訟
は
我
閥
に
於
C
も
既
に
臨
場
h
k

紹
介
せ
ら
れ
て

ゐ
る三?
訪れ2¥' ;:;J， 

古~ì
残
さ
れJ

'ti.: 
問
題1
tJ{ 

多

ν‘ 
や
う

に7

d思
は:
tl， 

る

和、
<T;' 

研
究
の
出
護
射
と
し
て
∞
与
ミ
を
選
ぶ
所
以
で
あ
る
。

以
下
、
(
ご
簿
記
法
の
針
象
。
(
二
)
財
産
及
び
資
本
。
(
三
)

る山負
で'債
あの
ら取
う扱
。ひ

の
順
序
を
以
て
∞
B
R
の
見
解
を
紹
介
す

簿
記
の
針
象
。
財
産
及
び
資
本
が
簿
記
論
の
基
本
概

念
た
る
所
以
は
、
財
産
及
び
資
本
並
に
そ
の
関
係
に
於
て
簿
記

の
針
象
を
捉
へ
ん
と
す
る
か
ら
に
外
た
ら
た
い
。
故
に
.
財
産
・

( 

) 

資
本
を
問
題
に
す
る
限
り
、
簿
記
の
劉
象
と
離
れ
て
は
考
へ
ら

れ
な
い
c

の
財
産
及
び
資
本
概
念

乙
の
意
味
に
於
て
、
聞
の

Fr

の
吟
味
に
先
立
ち
、
彼
が
簿
記
の
針
象
を
如
何
に
規
定
し
て
ゐ

第
四
十
五
巻

第

擁

O 

O 

る
か
を
見
て
置
か
ね
ば
友
ら
た
い
。

に
於
け
る
簿
記
の
謝
象
は
、
資
本
の
循
環
、
即
ち
、

の
|
巧
ー
の
、
の
過
程
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
表
面

∞nrpHa 

的
に
見
て
さ
う
↓
一
一
日
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
寅
質
的
に
と
の
趨

程
を
如
何
K
認
識
・
把
握
し
て
ゐ
る
か
は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
。

明
(
『
M
M

に
よ
れ
ば
、
個
別
経
消
の
核
心
配
な
す
も
の
は
維
持

的
財
貨
と
力
(
ぎ
王
将
r
p
E悼の
ro
の
E
2
5
L
同
忌

po)
と
で
あ

る
。
経
済
的
力
と
は
経
済
的
財
貨
の
生
産
・
消
費
・
費
形
・
移
動
・

破
壊
・
保
存
に
向
け
ら
れ
る
力
で
あ
ろ
謂
ふ
所
の
資
本
の
循

環
は
経
済
的
財
貨
に
経
済
的
力
が
作
用
す
る
と
と
に
よ
っ
て
生

や
る
。一

の
経
済
が
専
ら
現
金
の
み
を
以
て
創
設
さ
れ
た
も
の
と
俄

定
し
よ
う
。

(
即
位
『

m
E
E
E問
)
経
営
と
は
金
庫
の
中
で
は
翠
な

る
幣
勢
力
と
し
て
現
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
所
の
貨
幣
を
循
環
せ

し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
品
購
入
に
よ
っ
て
商
品
債
値

に
特
化
し
、
こ
れ
が
販
震
に
よ
っ
て
債
樺
に
特
化
す
る
。
債
権

は
屋
士
千
形
、
貨
幣
、
銀
行
預
金
と
な
る
。
一
定
期
間
の
後
、
循

環
は
再
び
貨
幣
と
な
っ
て
終
る
。
粧
品
何
経
営
が
唯
一
の
循
環
か

F. Hug1i， Die Buchhaltungs-Systerne u. ]~Il ch. haltung:s-Formen~ Bern， 1887， 3 
A凶 1923・日)1εCoutre， a. a. O. S. 167'・
t野博士、前掲書 (p.2-56)品中氏、前掲書 (p.297-333)黒揮教授、簿記
原理 (p 口 0-128)年。
本論の布i介は、 Sch5r.Prion，Buchhaltung llnd Bibnz， 6 Al1-A. Berlin， 1932に

よる。
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ら
成
立
つ
も
の
で
る
り
、
貨
幣
が
第
一
の
循
環
か
ら
同
流
し
て

来
る
と
初
め
て
再
び
商
品
を
購
入
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
財
産

は
順
次
に
貨
幣
の
み
、
商
品
の
み
、
手
形
の
み
、
銀
行
預
金
の

み
最
後
に
再
び
貨
幣
の
み
か
ら
成
立
つ
で
あ
ら
う
。
併
し
経
済

経
替
は
原
則
と
し

τ繕
鎖
的
で
あ
る
。
第
一
の
循
環
の
完
成
せ

む
以
前
に
、
新
し
い
購
入
に
よ
っ
て
新
し
い
循
環
が
始
る
。
種

々
た
る
循
環
が
繊
趨
的
、
並
存
的
に
行
は
れ
る
結
果
、
任
意
の

ぃ、て、線、計、記、-時
Ol(1)存、財、算、に h 官1I 恥

在、産、的、よ t はに
し、の、に、つ、債於
て、幾、把、て、機け
ゐ、分、揮、統、かる
る、が、せ、制、ら経
か、貨、ら、せ、 j或桝
を、幣、れ、ら、立の
決、と、 、れ、つ尉
定、し、且て、亡
し 、 て 、又、ゐは
得ー 、 簿個、る-
J 幾、記
呂、分、にの、新刊は
明、が、よ循、:皆、貨
品、商、つ環、の、幣
円、品、ての、俗、
打、僚、、各、術、ー
れ、値、 Ejの、器部
ば、等、 :rf新、は、は
た、身、 bj段、今、商
ら、と、 J7F皆、ゃ、品
主主、し、 旬、、訪れ待い

次
に
、
前
述
の
如
き
循
環
の
私
経
済
的
目
的
は
一
疋
貨
幣
資
本

の
増
殖
に
在
る
。
故
に
循
環
の

E
常
な
る
進
行
は
.
。
岳
山
a

巧
包
コ
?

出
向
命
才
『
問
。
-
品

と
友
る
。
こ
の
最
後
の
環
の
貨
幣
増
加
分
は
、
循

環
の
各
環
が
等
債
の
段
階
に
分
解
せ
ら
る
の
で
は
な
く
、
或
る

合
計
事
に
於
け
る
財
産
及
び
資
本

一
方
的
な
慣
値
晴
加
に
よ
っ
て
新
し
い
環
が
挿
入
さ
れ
る
時
に

の
み
考
へ
ら
れ
る
。
賓
際
に
於
て
、
商
業
そ
の
他
の
経
済
経
営

に
は
、
循
環
中
新
に
入
込
ん
で
来
る
債
値
要
素
が
存
在
し
て
ゐ

る
。
殊
に
商
人
的
経
替
に
於
て
は
、
循
環
の
個
々
の
環
に
経
済

的
力
が
作
用
し
、
外
部
か
ら
は
見
え
泣
い
愛
形
で
は
あ
る
が
、

貨
幣
を
以
て
測
り
得
る
屑
値
増
加
を
行
ふ
。
と
の
力
を
商
人
的

労
働
と
名
付
け
る
友
ら
民
、
利
益
は
そ
れ
に
胤
制
す
る
報
償
と
し

て
、
由
民
買
の
差
額
か
ら
獲
一
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。

H
A
ト
山
市
}
く
わ
、
る
折
上
り
、

J

l

t

;

J

 

切口広
τ

は
之
b
g

「
資
本
の
循
犠
L

と
云
ふ
け
れ
ど
も
‘
寅
は
、
財
産
主
〈
は
財
貨
の
循
環
が
捉
へ
ら

れ
た
に
過
ぎ
た
い
。
企
業
に
於
け
る
「
資
本
」
の
運
動
の
認
識

ら部は
遠分極
く及め
はぴて
出 そ不
での充
友愛分
か動で
つのあ
た秩つ
語序て
で的
あ言己目

る一録 cf
叫で r 

勿あの
ø~詰る、1町佳品

資と記
本云は
循ふ財
環規産
を定構
如か成

-
仰
に
認
識
す
ぺ
き
か
は
直
接
簿
記
論
の
問
題
で
は
な
い
が
、
そ

れ
が
簿
記
の
針
象
と
し
て
規
定
さ
れ
る
限
り
、
少
く
ム

L

も
捉
ふ

ぺ
き
目
的
と
方
法
が
一
不
さ
れ
る
必
要
が
る
る
。

既
に
述
べ
た
所
か
ら
、
簿
記
の
目
的
は
、
第
一
段
に
は
費
本

第
四
十
五
巻

第

披

Eb~~nda， s. 10. 

出char によれば昨j人的勢働はニ方向から認識し得 h 第一・は商人の一般的任
務たる生産消費聞の人格的、場所的、時間的分離の克服であり、第二は鰹俸巾
に費消される種々なる犠牲(紹替費)勺ある。
Scnar-Prion: a. a. O. S. 14-15. 18) 経済と企業とは本来匝別さるべ

15) Ebenda， s. 9・14) 

16) 

17) 



合
計
事
に
於
け
る
財
産
及
び
賛
本

の
梼
浩
、
大
さ
を
、
第
二
段
に
は
損
益
を
確
定
す
る
に
在
る
こ

と
明
か
で
あ
る

o
p
E『

は
簿
記
の
任
務
を
次
の
如
く
要
約
し

て
ゐ
る
。

「
第
一
に
は
、
資
本
の
棺
加
及
び
減
砂
を
設
と
榔
泣
に
就
て
庶
接
に
表

示
す
る
と
と
で
あ
M
P

、
第
二
は
、
街
京
中
自
動
的
に
働
〈
所
の
力
主

賓
刑
止
や
}
貨
幣
の
形
関
口
に
で
捕
捉
し
、
日
一
リ
と
の
和
明
治
せ
ら
れ
た
7
b

md働
り
、
及
び
仙
川
貨
の
悩
併
に
於
げ
る
械
牲
と
、
叫
川
崎
件
的
に
捕
捉
叶

ら
れ
た
る
新
傾
値
と
の
差
額
か
ら
、
第
一
の
計
算
と
は
濁
立
の
、
併

し
乍
ら
そ
れ
と
有
機
的
に
結
合
し
た
る
第
二
の
方
法
に
寒
い
て
、
企

2
 

業
の
成
果
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

後
の
事
者
は
、
∞
円
}
冨
「
恩
T

設
に
於
て
所
謂
成
果
計
算
が
第
二

義
的
に
取
扱
は
れ
る
の
を
非
難
す
る
町
、

EDZ
も
云
ふ
如
〈
、

ー「

成
某
Lー

をは
間資
題本
にの
し若手
て定
ゐと
る .:r:

o~-.) .l-" 

(t) 

i壬
f持
を
艇
で

明
ら
由通

に

∞円「山岡+
ー
に
然
ら
ば
か
く
の
如
き
一
般
的
目
的
の
前
提
の
下
に
、
簿

記
法
は
そ
の
釣
象
た
る
資
本
の
循
環
を
如
何
に
し
て
捉
へ
る
の

か
。
と
の
黙
に
闘
す
る

の
答
は
、

出
口
『
同
『

前
遁
せ
る
如
く
、

(
一
)
個
々
の
循
環
の
各
新
段
階
を
計
算
的
に
把
握
す
る
と
共
に

(
一
一
)
何
時
に
で
も
綿
財
産
の
幾
分
が
貨
幣
と
し
て
、
幾
分
が
商

第
四
十
五
巻

傍

観

一

品
債
値
等
k

と
し
て
存
在
す
る
か
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

(
一
)
に
癒
宇
る
も
の
が
所
謂
簿
記
法
(
取
引
を
封
象
と
す
る
)
で
あ

り
、
(
二
)
に
艇
や
る
も
の
は
貸
借
封
照
表
で
あ
る
。
然
ら
ば
簿

記
と
貸
併
割
問
…
表
と
の
閥
係
は
如
何
。
形
式
的
に
見
れ
ば
、
符

記
は
貸
借
劃
照
表
か
ら
始
り
、
貸
借
封
印
…
表
に
終
る
も
の
で
あ

、.44vh

、

J巴

4
h

つ〉
-hE
み

Jh
、
同
日
'
h
fヤ
之
主
ヨ
『
汁

1
5
1一〈

t
註
d
1
4
島
町
仁
も
一
生
e
J
h
i
、、

u
h
h
h
p
h
ト
ト
円
ド
ホ
バ
仁
品
川
芸
品
'
ヨ
ト
し
佐
和
三
回
収
』

zt匂
且
二

る
も
の
、
決
算
貸
借
割
以
表
は
簿
記
の
結
某
を
一
示
す
も
の
左
見

一
管
業
年
度
の
決
算
貸
借
劉

倣
し
、
経
営
が
継
続
す
る
限
り
、

照
表
は
直
ち
に
申
1

年
度
の
開
始
貸
借
針
照
表
と
-
な
る
か
ら
、
貸

借
針
昭
一
表
論
に
於
て
は
、
専
ら
決
算
貸
借
針
照
表
を
問
題
に
す

る
。
即
ち
、
方
法
的
に
見
れ
ば
、
貸
借
釘
照
表
は
簿
記
(
決
算
残

の
延
長
た
る
に
過

F
た
い
の
で
あ
る
。

高
勘
定
)

国

一
の
粧
拙
仰
に
属

ず
る
財
貨
は
種
K

友
る
機
能
を
有
す
る
が
、
翫
湛
の
如
き
簿
記

(
二
)
財
産
及
び
資
本
(
何
日
開
)
m
h
r
E
は、

の
封
象
を
計
算
的
に
捉
へ
る
た
め
に
は
、
諸
財
貨
を
そ
の
機
能

に
膝
じ
て
経
済
的
諸
範
障
に
分
類
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
左

し

「
一
定
時
黙
に
於
て
存
在
し
、

か
く
し
て
分
類
、
整
頓
せ

聖である (Vgl. Sch5.r7 AIlgemeine H:mdelsbetriebslehre;， Bd. J， S. 45 tl. 51) 
然るに彼自簿記論に於ては、専ら企業の簿記を問題にし Tゐるに拘らず「艇桝 l
が多〈用ひられでゐる。
[王将li，a. a. O. _ S. 1. 20) 略川博士、曾剤取に於ける燕本的規定に
就いて(経済論叢、三十七径三競)p. 111 参照。
日ch立r-Prion，a. a. O. S. 2. 22) Vgl. Le Coutre， <1， a.。 '70 169 11 5 
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ら
れ
た
財
貨
の
債
値
を
夫
て

a. 、

匂
・
:
・
:
:
・
と
し
、

a， 
、

の
和
を
A
と
置
く
・
な
ら
ば
、

A
は
明
か
に
財
貨
部
分
の
債
値
合

を計
規で
定あ
する
τz 0 
-326y」

と
前
提
し

以
下
の
如
〈
に
し
て
財
産
及
び
資
本

一
個
別
経
済
に
競
属
し
、
経
済
の
主
宰
者
が
窮
極
的
庭
分
権

を
有
す
る
物
的
財
貨
、
法
律
的
財
貨
の
線
憶
が
彼
の
所
有
物

何

"" " 
" 自

bz
形
成
す
る
。
所
有
物
は
之
を
経
済
的
側
面
と

所法
有律
ヰ勿白f.J
tt 倶『
具商
憎か
自勺ら

な#昼
、察
~;~し

4奥 f~事
憤る
他。
i!~ 品主
も済
つ白号]
?を倶t
経面
ず舟 iJ為
的ら
J!オ見
1主~'L
、 tf

n~ 

ち
財
産
構
成
部
分
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
の
綿
和
が
綿
財

産
を
構
成
し
、
簿
記
用
語
で
は
積
極
(
〉

E
4
3
)
と
呼
ば
れ
る
。

従
っ
て
、問

問
。
ロ
吉
田
M
H
2
I
T
J
+
S
+
・・
:
:
H
U
V

然
し
、
問
一
の
所
有
物
を
そ
の
法
律
的
由
来
或
は
そ
の
源
泉

か
ら
観
察
す
れ
ば
、
簿
記
用
語
で
は
替
業
資
本
(
の
畠
円

Err-

3
一
冨
]
)
或
は
簡
輩
に
資
本
と
呼
ば
れ
、
そ
の
概
念
は
財
産
に
お

す
る
抽
象
的
底
分
権
を
意
味
す
る
。

国
間
g
E
E
日

間
F
目
出
門
戸

}
H
同

舎
計
皐
に
於
け
る
財
産
及
び
責
本

そ

か
く
て
。
次
の
方
程
式
が
成
立
す
る
。

krrzg
リ
〔
回
向
。
ロ
E
E〕
H

関
目
立

Z]

;.. 

P司

と
の
方
向
開
式
は
財
産
構
成
部
分
の
総
計
印
ち
具
鰭
的
積
根
が

そ
の
法
律
的
源
泉
町
ち
資
本
と
等
置
せ
ら
れ
る
所
か
ら
、
財
産

貸
借
針
照
表

(〈

q
E
C
m
o
E
r口
SN)

又
は
草
に
貸
借
針
照
表

(岡山

-EN)
と
呼
ば
れ
る
。

簿
記
を
理
解
寸
る
潟
に
は
、

と
の
財
産
と
資
本
と
の
針
立
関

係
配
以
て
躍
に
-
個
の
自
明
芯
る
分
折
的
方
程
式
L
」
見
倣
寸
の

み
友
ら
十
、
そ
れ
の
よ
り
深
い
意
味
を
了
解
す
る
と
と
が
根
本

的
に
重
要
で
あ
る
。
邸
ち
そ
れ
は
、

一
個
別
経
済
の
会
所
有
物

の
賞
在
の
捕
捉
し
得
る
形
態
に
て
存
在
し
、
経
済
的
・
法
律
的

諸
範
暗
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
た
諸
構
成
部
分
の
交
換
債
値
(
方

程
式
の
左
側
)
と
、

そ
の
結
果
生
ビ
た
る
抽
象
物
印
ち
経
済
所
有

者
の
資
本
(
方
程
式
。
右
側
)
と
の
封
立
で
あ
る
。
従
っ
て

左
倶a

捉
へ
得
ぺ
き
現
賞
の
財
産
構
成
部
分

右
側

抽
象
と
し
て
の
、
純
資
本
概
念
と
し
て
の
同
一
物
の

合
計

第
四
十
五
巻

第

競

V gl. ~chär-Prion， a. a. O. S. 58. 
1!tし、こ。っ閥係が理論的に充分明確にされてゐないため、A-P=Kか ら A-
P-K=(G-V)主導〈泡穏が致事(1';11C:.10t，j: tc" ~'[論的根僚を角たいた。
Vgl. Schar-Prion， a田 a.O. S・86-94..'1旬、簿記と貸借封照表との閥係に就いて
は、地川博士、簿記の目的に就いて(経済論護、三十七巻、ニ擁)参照。
Schar-Prion， a. a. O. S. 10-11 

)

)

 

3

4

 

2

2

 

26) 

25) 



合
計
母
に
於
け
る
財
産
及
び
費
本

左
側

現
存
す
る
物
的
、
法
的
財
貨
の
買
の
債
値

:1ei 
倶1

喧
伝
る
計
算
的
大
さ

右
側

一
個
の
概
念

左
側

乙
の
概
念
の
定
義
、
即
ち
そ
れ
に
捉
へ
符
ぺ
き
民
の

僚
値
に
よ
る
種
L
R

た
る
項
目
へ
の
分
解
。

か
く
の
如
〈
町
出
η
広岡

の
財
産
及
び
資
本
概
念
は

w

特
定
時
.

黙
に
存
在
す
る
所
有
物
の
二
面
観
と
し
て
捉
へ
ら
れ
る
。
而
し

て
、
之
を
経
済
的
見
地
よ
り
観
た
も
の
が
財
産
で
あ
り
、
法
律

的
見
地
よ
り
翻
た
る
も
の
が
資
本
で
あ
る

ψ

然
し
、
と
の
所
有

物
一
た
る
も
の
は
腐
る
陵
昧
左
概
念
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
委
本
の

循
環
と
如
何
左
る
関
係
を
も
つ
か
は
問
題
で
あ
る
。
∞
円
一
骨
の

論
守
る
所
よ
り
見
れ
ば
、
財
貨
が
先
づ
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
て
、
・
弐

に
そ
れ
の
合
計
と
し
て
の
所
有
物
が
構
成
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
最

後
に
再
び
財
貨
に
分
析
せ
ら
れ
る
。
所
有
物
た
る
概
念
は
皐
に

設
明
の
た
め
の
手
段
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
に
過
空
宇
べ
理
論
的

に
は
全
〈
無
意
味
で
あ
る
。

又
、
そ
の
経
済
的
観
察
、
法
律
的
観
察
と
は
如
何
な
る
乙
と

で
あ
る
か
、
何
故
に
か
L

る
二
方
向
か
ら
観
一
な
け
れ
ば
た
ら
た

第
四
十
五
巻

一
三
四

告存

続

四

い
か
と
一
広
ふ
と
と
も
明
ら
か
で
た
〈
、
何
等
理
論
的
根
嫁
が
血
一

へ
ら
れ
て
ゐ
泣
い
。

故
に
、
出
円
F
S
が
財
産
と
資
本
と
の
匡
別
を
種
k

皐
げ
て
、

之
を
理
解
す
る
と
』
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
と
云
っ
て
ゐ
る

げ
れ
ど
も
、
か
く
の
如
き
非
理
論
的
危
る
規
定
の
仕
方
か
ら
得

・、
f
Z
5
E
L
Fデ
〉

b
芸予主」弘、

J

一三
f
s
E
'
3
〉

Fr

、1
7
L
4
4
t
4
u
p
f
I
7
1
J
F
E
a
t晶
司
王
寺

5
4
f
科
た
し
て
t
F
J

う

五

(
一
一
一
)
負
債
の
取
扱
ひ
(
〉
!
?
引
開
)

と
れ
迄
の
説
明
に
於
て

は
負
債
が
除
外
さ
れ
、
負
債
な
き
企
業
が
前
挺
さ
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
@

併
し
乍
ら
、
個
々
の
経
済
相
互
間
の
信
用
に
よ
る
蓮
鎮
の
結

果
、
殆
ん
ど
総
て
の
経
済
に
は
次
の
如
き
財
貨
が
る
る
。
邸
ち

確
か
に
そ
の
所
有
の
中
に
入
込
ん
で
A
の
構
成
部
分
を
成
し
て

ゐ
る
が
、
本
来
他
の
法
律
主
憶
に
属
し
‘
賂
来
.
等
債
貨
幣
額
を

以
て
そ
れ
に
返
却
し
友
け
れ
ば
た
ら
た
い
財
貨
が
あ
る
。
之
が

潟
に
は
A
か
ら
相
首
の
財
貨
の
分
離
・
引
波
に
よ
る
ほ
か
方
法

が
た
い
か
ら
、
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
の
性
質
を
有
つ
。

A
は
今
や



自
己
資
本
の
針
債
の
み
な
ら
や
、
将
来
第
三
者
に
封
し
貨
幣
を

以
て
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
物
の
針
債
を
も
匂
含
し
て
ゐ

るる

個、 gp
別、ち
経、
i湾、法
の、律
負、的
債、見
の、地
負、か
婚、ら
な、観
き、オも
所、ば
有、経
l物、済
を、主
算、瞳
出、の
す、負
る、債
潟、で
に、あ

は
、
積
概
の
線
利
か
ら
負
債
の
封
債
を
差
引
き
‘
叉
、
寅
際
上

負
債
の
償
還
を
行
ふ
場
合
に
は
積
極
か
ら
分
離
さ
れ
ね
ば
た
ら

在
い
。
然
る
と
君
、

A
の
残
部
は
自
己
資
本
に
等
し
い
。
積
極

財
産
は
負
債
か
ら
開
放
さ
れ
、
純
化
さ
れ
る
。
故
陀
之
を
純
財

併
し
、
負
債
の
存
在
す
る
限

己
目
、
口
L
5
1川
1
f
h
3
3
3
，

メ日
y」j

r
』

F
i
n
z
f
c
H
h
H自
己
出
，

L=、
-
h
-
h
h
O
 

1
=
z
h品

り
、
純
財
産
は
積
極
と
負
債
と
の
差
額
、
従
っ
て
、
自
己
資
本

ム
」
一
致
す
る
計
算
的
大
さ
に
温
智
な
い
。
か
く
て
、
純
財
産
が

自
己
資
本
と
解
せ
ら
れ
、
直
ち
に
資
本
A
と
し
て
一
不
さ
れ
、
負

債
は
純
財
産
の
見
地
か
ら
治
桜
的
財
産
構
成
部
分
と
見
倣
さ
れ

消
極
(
司
E
m宮
と
な
る
概
念
に
締
括
さ
れ
る
。
基
本
方
程
式
は

今
や
突
の
如
く
た
る
。

斜

+ 
，F 
+ 
" 個

十

同司
訂斗

司

+ 
司

+ 

11 

閃

;.. 

阿国

か
く
し
て
、

∞
門
広
『
は
負
債
を
消
極
的
財
産
と
し
て
財
産
概

曾
計
畢
に
於
け
る
財
産
及
び
費
本

念
の
下
に
包
括
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
越
の
説
明
か
ら
は
、
企

業
に
負
債
の
生
じ
た
る
揚
合
に
は
之
を
K
か
ら
計
算
的
に
差
引

く
べ
き
と
と
を
教
へ
ら
れ
る
の
み
で
、
何
故
に
財
産
に
正
負
の

別
を
生
ゃ
る
か
に
就
い
て
は
少
し
も
明
か
で
左
い
。
従
来
、

岡山口同
}
T
∞口『帥『

の
一
」
勘
定
皐
訟
に
封
ず
る
批
判
の
重
要
友
部
分

は
、
と
の
負
債
の
取
扱
ひ
に
向
け
ら
れ
、
勘
定
墜
説
史
上
最
も

盛
ん
た
る
議
論
が
行
は
れ
た
の
で
あ
叱
。
今
、
と
の
問
題
に
立

入
る
徐
裕
は
な
い
が
、
と

L
で
ほ
次
の
と
と
佐
知
れ
ば
宏
分
で

あ
る
日
叩
ロ
冨
叫
が
祈
め
陀
〉
H

択
を
況
定
ず
る
に
際
レ
、
負
債

な
き
企
業
を
仮
定
ぜ
る
と
と
か
ら
明
か
在
る
如
く
.
〉
l
-
U
H
H
H内

は

P
H
閃
か
ら
理
論
的
・
必
然
的
に
導
か
れ
た
も
の
で
は
窓
〈

従
っ
て
、

こ
L
K
到
つ
て
は
、
封
象
た
る
資
本
の
循
環
と
の
関

係
は
全
〈
断
た
れ
て
ゐ
る
。

今
、
若
し
も
、
∞
円
『
山
『

の
列
事
せ
る
財
産
・
資
本
の
匪
別
か

ら
見
れ
ば
、
負
債
は
財
産
と
も
云
へ
る
し
、
資
本
と
も
云
へ
る

だ
ら
う
。
併
し
、
そ
の
塊
定
の
仕
方
か
ら
見
れ
ば
、

P
は
寧
ろ

K
の
側
に
属
す
方
が
理
論
上
賞
然
の
や
う
に
忠
は
れ
る
。

と
の

事
は
彼
自
身
の
認
む
る
所
で
あ
っ
て
、
貸
出
川
針
照
表
の
定
義
を

第
四
十
五
巻
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舎
計
撃
に
於
け
る
財
産
及
び
資
本

輿輿
，、、 J、、

てる
ゐに
る首

か29)り

商11
の
説
明
を
補
~ 

.7u 
し
て

弐
rD 

如
き
結
論
を

簿
記
論
の
見
地
か
ら
は
、
資
本
は
財
産
の
法
律
的
源
泉
を
意

味
し
、
:
:
:
:
・
法
律
的
源
泉
に
は
自
己
資
本
と
他
人
資
本

債
)
の
二
つ
が
あ
る
。

負
債
と
は
、
第
三
者
の
側
か
ら
り
一
粧

『
例
主
憾
の
総
財
産
に
射
す
る
法
律
的
清
水
棲
マ
あ
り
、
而
も
第

三
者
が
彼
自
身
の
財
産
を
減
じ
た
の
と
、
経
済
主
憶
の
財
産
の

増
加
と
は
等
し
い
債
値
額
で
あ
る
。
こ
の
負
債
義
務
に
由
来
せ

済る
的財
機産
能構
を成
界部
ナ分
故は
に白
、己

負、資
債、本
は、に
資、由
本、来
概、せ
念、る
に、も
局、の
す、と
る、問
。様

A の
に経

は
原
則
と
し
て
他
人
資
本
に
謝
立
す
る
特
殊
た
る
財
産
構
成
部

分
は
-
泣
い
。
経
済
的
に
見
れ
ば
負
債
は
財
産
源
泉
で
あ
り
、
法

律
的
に
見
れ
ば
経
済
主
憶
の
債
務
で
る
る
。
放
に
、
負
債
と
他

人
資
本
と
は
同
一
の
も
の
で
る
る
。
自
己
資
本
左
純
財
産
と
の

関
係
も
同
様
で
、

j
i
-
-
同
一
の
債
値
量
の
呉
れ
る
観
察
方
法

に
過
ぎ
な
い
。

か
く
し
て
∞
円
志
『
は
貸
借
封
照
表
方
程
式
k
r
u
同
+
句
の
成

立
を
認
め
る
。

P
が
資
本
概
念
友
る
こ
と
明
か
に
左
れ
る
以
上 負

第
四
十
五
巻

プt

プす

書存

続

乙
れ
と
そ
財
産
・
資
本
の
基
本
的
闘
係
で
た
け
れ
ば
た
ら
な
い

筈
で
る
る
。
然
る
に
猶
ほ
簿
記
の
基
本
方
程
式
と
し
て
。

;... 
11 

〉
l
H
Y
U
M
内
を
採
る
理
由
は
何
庭
に
あ
る

か
。
と
与
に
再
び
簿
記
の
目
的
が
問
題
に
な
れ
。
蓋
し
、

同
+
司
を
捨
て
a
A

、

h 
11 

同
↓
句
或
は
〉
l
H
μ
I
H
同
は
車
た
る
代
数
式
で
は
な
い
か
ら
、

一
定
の
理
論
的
根
隊
な
き
腐
り
・
之
を
形
式
的
に
扱
っ
て
任
意

に
移
項
す
る
こ
と
は
訴
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

出
門
}
】
自
.

の
論
擦
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
複
式
簿

記
が
最
も
完
全
な
簿
記
法
た
る
所
以
は
、
早
に
財
産
の
増
減
鑓

化
の
み
た
ら
や
、
費
用
及
び
牧
盆
を
も
完
全
に
表
示
す
る
こ
と

に
あ
る
。

と
の
問
的
の
震
に
は
、
財
産
の
在
高
並
に
そ
の
増
減

に
関
ナ
る
計
算
と
、
自
己
資
本
並
に
そ
れ
の
費
用
及
ぴ
牧
益
(
損

盆
) 

に
関
す
る
計
算
と
が
封
立
せ
し
め
友
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

か
く
し
て
達
せ
ら
れ
る
純
財
産
の
ニ
章
表
示
と
そ
複
式
簿
記
の

窮
極
目
的
で
る
っ
て
、
又
、
と
の
こ
と
か
ら
極
め
て
便
利
友
る

田

監
督
法
が
生
十
る
。

併
し
、
所
謂
純
財
産
の
二
章
表
示
は
〉
l
H
M
H
H
同
を
と
る
こ

ム
」
に
よ
っ
て
生
や
る
営
然
の
結
論
た
る
に
過
ぎ
や
、
又
、
所
謂

Bl1chh.illtun!! 

Schar-Prin， a. a. O. S. 92-93・
略川博士、簿記。目的に就いて参照。
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計
算
の
強
制
的
・
自
動
的
・
自
己
統
制
は
、
何
色

h
l旬
H
H
M
内
を

と
る
た
め
に
の
み
生
や
る
こ
と
で
は
た
h
o

∞
ng『
の
強
調
す
る
の
は
、

か
L
る
消
極
的
な
る
形
式
的
根

擦
で
る
っ
て
、
資
本
の
循
環
は
貫
質
的
に
は
自
己
資
本
の
逗
動

を
基
準
と
し
て
捉
へ
ね
ば
た
ら
な
い
と
云
ふ
と
と
の
積
桜
的
な

根
擦
は
奥
へ
て
ゐ
左
い
。
併
し
.
そ
れ
が
奥
へ
ら
れ
て
こ
そ
初
め

て
〉
H
同
+
H
V
は
形
式
に
過
ぎ
や
、
簿
記
の
本
質
は
k
p
!
?日間

に
よ
っ
て
の
み
示
さ
れ
る

3
と
云
ふ
彼
の
主
張
一
色
意
味
を
も
ち
得

る
で
あ
ら
う
。

六

要
す
る
に
∞
岳
山
円
に
よ
れ
ば
、
簿
記
法
は
形
式
的
に
は

P
H

同
+
H
V
に
で
も
、

K
M
l
句
"
日
開
に
で
も
成
立
し
得
る
。
然
ら
ば
、

何
故
に
本
質
的
に
は

k
p
l
司
H
肉
で
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
か
、

P
が
財
産
で
あ
る
か
ら
と
云
ふ
根
擦
は
既
に
放
棄
せ
ら
れ
、
残

る
の
は
「
簿
記
の
目
的
」
の
み
で
あ
る
。

∞
円
『
位
同
は
、
一
彼
の
貸
借
針
照
表
よ
り
も
簿
記
を
主
要
観
ず
る

立
揚
か
ら

k
p
l
H
ω
U
同
を
以
て
基
本
方
程
式
と
し
、
〉
日
間
十
吋

は
之
か
ら
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
が
、
P
が
資
本
概

合
計
壌
に
於
げ
る
財
産
及
び
費
本

念
で
る
る
限
り
、
逆
に
、

k
r
l
ア
川
内
が
成
立
す
る
た
め
に
は

k
r
H
H内十回
ν

が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
で
あ
ら
う
。
詳
言
す

れ
ば

k
r
!
?
"
閃
が
K
F
H
同
十
回
》
か
ら
尊
か
れ
る
の
で
る
れ
ば

所
謂
簿
記
の
目
的
が
安
嘗
友
る
限
り
、
∞

nEH
の
主
張
は
通
る

で
あ
ら
う
。
然
ら
ぽ
、
自
己
資
本
の
確
定
が
果
し
て
簿
記
の
主

要
目
的
な
り
や
、
否
や
、
が
最
後
に
問
題
と
し
て
残
る
。

∞
円
}
】
白
『
が
、
偶
A

負
債
の
取
扱
ひ
に
於
て
、
理
論
の
快
陥
を

暴
露
す
る
の
は
、
(
ご
資
本
循
環
の
理
論
的
認
識
が
不
充
分
友

る
と
と
、

へ
一
一
〕
酬
明
牽
及
び
資
本
の
規
定
の
仕
方
が
少
し
も
理
掬

的
で
左
い
こ
と
、
(
三
)
従
っ
て
、
各
個
の
規
定
の
闘
の
理
論
的

聯
闘
が
極
め
て
股
昧
な
る
と
と
、

で
あ
る
が
た
め
に
外
友
ら
た

い
。
と
れ
等
の
黙
に
つ
い
て
従
来
の
事
者
は
如
何
に
∞
岳
山
司
を

批
判
し
、
そ
れ
を
設
展
せ
し
め
て
い
っ
た
か
。
私
の
次
の
課
題

で
あ
る
。
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